
 

 

［成果情報名］自家不和合性遺伝子に着目して育成した大和マナ品種（「夏なら菜」・「冬なら菜」） 

［要約］育種当初から自家不和合性遺伝子に着目することによって、効率良い３元交配によ

る F1 育種が可能になる。育成した F1 大和マナ品種である「夏なら菜」は高温期の栽培に、

「冬なら菜」は低温期の栽培にそれぞれ適しており、両品種とも生育と草姿の揃いがよい。 
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［背景・ねらい］ 

大和の伝統野菜に認定されている大和マナは、青菜独特のえぐみが少なく、生食や加熱

など様々な料理法に適用できる長所を有しているが、草姿などの揃いが悪い点や収穫後の

日持ちが悪いなどの欠点を有している。さらに、高温期は生育が早いため収穫適期が短く、

低温期は生育が遅いため収穫までに長期間を有するといった欠点も有している。大和マナ

の生産を拡大するためには、それらの欠点を克服するような有用形質を持つ品種の開発が

必要である。そこで、育種当初に自家不和合性遺伝子を利用することによって効率良く短

期間で F1 大和マナ品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．固定種である「大和真菜」（ナント種苗）の中から、大和マナの特徴を有する草姿で

旺盛な生育を示す 11 個体（YM１～11 系統）を選抜して自家不和合性遺伝子を同定し、

蕾受粉により自殖した後代において自家不和合性遺伝子をホモに持つ個体を PCRによっ

て判別する。なお、YM４系統（S71/S72）の自殖後代から自家不和合性遺伝子をホモに

持つ個体（S71/S71 あるいは S72/S72）を選抜するには、３種類のプライマーを用いたマ

ルチプレックス PCR を行う（図１）。 

２．形態的にはほとんど同じで自家不和合性遺伝子が異なる個体を選抜して純系親系統を

作出することによって、育成すべき純系親系統数を最小限にとどめることができ、３元

交配による F1 品種を効率良く短期間に育成できる（表１、図２）。 

３．「大和真菜」と比較して、「夏なら菜」は生育が緩慢で１株あたりの重量が重いこと

から夏季の高温期での栽培に適し、「冬なら菜」は生育が早いことから冬季の低温期で

の栽培に適する（図３）。 

４．F1 品種の草丈と株重の変動係数は「大和真菜」よりも小さく、生育と草姿の揃いが良

い（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．育種当初から自家不和合性に着目することによって、３元交配による F1 育種にかかる

労力を軽減できる。 

２．「夏なら菜」と「冬なら菜」の育成によって容易に周年栽培が可能となり、それらの

種子はナント種苗（株）から販売されている。 

３．育成品種は「大和真菜」と比較して収穫後の外葉が黄化しにくい。 

４．固定種である「大和真菜」50 個体から 15 種類の自家不和合性遺伝子を同定しており、

さらに優良な F1 品種の育成が期待できる。 



 

 

[具体的データ］ 

表１ F１大和マナ品種の育成経過

年度 2003    2004   2005   2006  2007       2008     2009  2010       2011

世代 S0 S1 S2 S3 S4 F1 F1 F1 F1

備考 母集団 蕾受粉による純系親
系統の育成

CO2施用に
よる純系親
系統の育成

組合わせ
交配検定

試験栽培
と採種

品種登録
出願

品種登録
「夏なら菜」
「冬なら菜」
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